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第４回吹田市総合計画策定委員会作業部会（全体会）議事概要 

 

１ 日時・場所 

(1) 平成２４年５月１４日（月） 午前１０時３０分～１２時 高層棟４階特別会議室 

(2) 平成２４年５月１４日（月） 午後４時～５時３０分   高層棟４階特別会議室 

(3) 平成２４年５月１５日（火） 午前９時～１０時     高層棟５階行政経営部会議室 

２ 出 席 者 

別紙（出欠一覧）のとおり 

３ 配 付 資 料 

(1) 資料-1-1 総合計画のあり方の検討に関する各部局の主な意見と修正内容 

(2) 資料-1-2 吹田市第３次総合計画 課題検討集（案） 

第４ 総合計画のあり方に関する検討の質問に対する回答について 

(3) 資料-2-1 庁内検討体制 

(4) 資料-2-2 総合計画策定委員会作業部会構成案（各部局意見反映分） 

(5) 資料-3-1 基本構想に関する中間報告（平成 24 年 7 月末）へ向けた検討について 

(6) 資料-3-2 第３次総合計画検証シート 調査票Ａ（基本計画検証シート） 

(7) 資料-3-3 施策検討シート 

(8) 参考資料 見直しスケジュール・作業部会員名簿 

４ 議 事 内 容 

(1) 行政経営部長あいさつ 

年度が変わって最初の作業部会ということで、行政経営部長からあいさつを行った。 

(2) 総合計画のあり方について 

事務局は、総合計画のあり方の検討に関する各部局からの意見と、それらに基づく修正内容につ

いて、資料-1-1、資料-1-2 を用いて説明を行った。 

【質疑応答・意見事項】 

ア ３ページ 

質問１：「複合思考」とはどういうことを指すのか。 

回答１：ある施策を考えるときに、他の施策にどう影響するかを考えることを指すが、分かり

にくいということであれば違う言葉に置き換えることも検討する。 

イ ５ページ 

質問２：すでに議決を経た現行の第３次総合計画を見直すのであれば、まずそのための議決が

必要ではないか。 

回答２：議決事件とするかは別として、議会に対して説明は行っていく。 

 

質問３：均一的に施設整備を進めたりソフト事業を実施するための地域別計画ではなく、地域

ごとの特性を調べたうえで、必要な施設の整備を行ったり役割の終えた施設は廃止す

るというような意味での地域別計画は必要ではないか。 

回答３：そういったことを総合計画の中にどう位置付ければ一番施策が進めやすいか考える必

要がある。 
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質問４：個別計画の中でそれぞれに見合った区域を作っていった方がよい、だから総合計画の

中には具体的な区割は掲載しない、という理解でよいのか。 

回答４：そう理解していただきたい。 

 

意見５：地域別計画を削除することには賛成する。面積 36 平方キロメートル程度の吹田市に

おいて、大きく地域差が出るものでもないので、無理やり画一的な線引きをする必要

もないと考える。６ブロックを採用している分野別計画についても、総合計画が変わ

れば変わっていくのでは。 

 

質問６：自治基本条例を改正して総合計画を位置付ける、総合計画の基本構想だけでなく、基

本計画も議会の議決事件とするという理解でよいのか。 

回答６：そう理解していただきたいが、基本計画まで議決事件とするかは、現段階では言及し

ていない。 

 

質問７：また新たな圏域を作成するということか。 

回答７：そうではなく、総合計画の中に画一的な区割を載せないという考えである。 

 

意見８：現行の６つの区割はさほど悪いものではないと考える。個別計画でそれぞれ区域を設

ければ、市としての一体感が無くなるように思える。 

回答８：地域によって実情が異なっており、現状の区割のみを根拠としてそれらを考えていく

ことが難しくなってきていると考えている。 

ウ ６ページ 

意見９－１：実施計画の計画期間について、３年間と考えているようだが、経営資源の最適活

用という観点からは現行の５年間は必要だと考える。期間を短縮するのであれば、

理由付けが必要になるのでは。 

意見９－２：総合計画が頻繁に見直されるのはおかしい。市長公約、ローカル・マニフェスト

は実施計画に反映すればよいのであって、基本計画を見直す必要はないと考える。 

回答９：実施計画は行政のみが取り組む計画だが、基本計画は市民とともにまちづくりに

取り組むための計画なので、市民の意向を反映している市長公約・ローカル・マ

ニフェストの方向性を基本計画に盛り込むことが必要と考えている。安定的な部

分を守っていかないといけないことは認識している。 

意見９－３：今回の 15 年間の中間年度の見直しをすれば事足りるのではないか。 

 

意見 10：この枠組みが策定委員会での到達点なのではないか。ただ、文章の中では基本計画も

必要に応じて見直すと記載しているが、表－１を見ると必ず見直すようにとらえてし

まう。表は修正した方が良い。 

エ ７ページ 

意見 11：「進展」という言葉は良いことが進むという意味に取れるが、「人口減少や少子高齢化
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が進展する中で、」という使い方は適切とはいえないように思える。 

 

意見 12：総合計画を市の最上位の計画、自治基本条例を市の最上位の条例と位置付けるのであ

れば、各部局の条例や計画は、その総合計画に位置付けられているということをこの

ページに明記してもらいたい。 

回答 12：４ページに分野別の計画との関連は明確にしていきたいということは記載しているが、

まとめのページに記載するかどうかは検討したい。 

 

意見 13：各分野別計画と総合計画のＰＤＣＡサイクルが一致していないことも課題であると考

えている。今後議論したい。 

 

意見 14：抜本的に見直すという理由が強く伝わってこない。もっと練る必要がある。 

 

(3) 庁内検討体制について 

事務局は、作業部会員の変更などの庁内検討体制の平成 24 年度（2012 年度）からの変更点につ

いて、資料-2-1、資料-2-2 を用いて説明を行った。 

【質疑応答・意見事項】 

意見 15：第１部会のテーマが「行政経営」とのことだが、市役所内部の行政経営にとどまって

いるように思える。市民等との協働という大きな視点を総合計画の策定過程に取り入

れることについて検討が必要と思う。 

回答 15：総合計画全体で協働をどうとらえるかは検討が必要だと考えている。 

 

意見 16：福祉・保健・医療の第３部会に、違う観点からの子育て支援室長が入るということな

らば、副部会長を再考する必要があるのでは。 

回答 16：子育て支援室長は、こども部の中でも福祉・保健・医療に関わりが強いため第３部会

に入ってもらうこととした。違う観点からというわけではない。ただ、この枠組みが

すべてではなく、お互いに協力していただきたいと考えている。 

 

(4) 基本構想に関する中間報告（平成 24 年 7 月末）へ向けた検討について 

ア 事務局は、各施策の方向性の検討の基となるＳＷＯＴ分析の作成依頼について、資料-3-1、資

料-3-2、資料-3-3 を用いて説明を行った。 

※午前の部終了後、この件については、事務局において内容・スケジュール等の再検討が必要と

なり、午後からの部会では説明をしなかった。 

イ 事務局は、現時点での全体的なスケジュールについて、参考資料を用いて説明を行った。 

【質疑応答・意見事項】 

質問 17：都市像イメージは作業部会でやるのか。 

回答 17：やり方は検討するが、検討していただきたいと考えている。 

 

質問 18：市民参加は充分と考えているのか。 
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回答 18：全体のバランスを考慮して意見をもらいたいと考えているが、不足していると思われ

る内容があれば助言をいただきたいと考えている。 

 

質問 19：地域懇談会の地域はどのような区割か。６ブロックか。 

回答 19：他の事業での区割も参考しながら考えていく。決まっていないことも多いので、助言

をいただきたいと考えている。 

 

質問 20：市民ワークショップはどのようなことをするのか。作業部会員は関わるのか。 

回答 20：都市像のキーワードを引き出すような会を考えている。作業部会員の方々にも関わっ

ていただきたいと考えている。 



別紙（出欠一覧）

2012/5/14、15
第４回（全体会）

春藤企画政策室長 （代理）美馬行政経営部次長
齋藤財政室長 ○
畑澤総務室長 ○
牧内人事室長 ×
乾資産経営室長 ○
菊池情報政策室長 ○
曽呂利市民生活室長 ○
堀税務室長 ○
桝井会計室長 ○
中江地域経済振興室長 ○
辻井人権平和室長 ○
石田市長室長 ×
大竹契約検査室長 ○
大森市民相談室長 ○
吉見男女共同参画室長 ○
渡部文化のまちづくり室長 ○
稲岡地域総務室長 ○
竹内地域自治推進室長 ○
有吉男女共同参画センター主査 ○
澤野地域福祉室長 ○
岸上保健センター所長 ○
藤本子育て支援室長 ○
吉岡こども発達支援センター長 ○
大嶋福祉指導監査室長 ○
秋山高齢福祉室長 ○
田淵障がい福祉室長 ○
後藤国民健康保険室長 ○
安田病院総務室長 ×
野口医療事務室長 ×
冨田教育政策室長 ○
北野こども育成室長 ○
川本教育総務室長 ○
松浦学校管理室長 ○
橋本学校教育室長 ○
堀中保健給食室長 （代理）宮野保健給食室参事
小松教育センター所長 ○
赤阪生涯学習推進室長 ○
今川青少年室長 ○
木野内子育て青少年拠点夢つながり未来館副館長 ○
山本スポーツ推進室長 ○
田中隆博生活福祉課主任 ×
田中友梨係員（青少年活動サポートプラザ勤務） ○
後藤環境政策室長 ○
山口地域環境室長 ○
岡本資源循環室長 （代理）加藤事業課長代理
西廃棄物処理施設整備室長 ○
松本都市整備室長 ○
久保田道路公園企画室長 ○
矢野開発審査室長 ○
樽上住宅政策室長 ○
山本吹田操車場跡地まちづくり室長 ○
七牟礼千里再生室長 ×
仙波道路公園管理室長 ○
福田道路公園整備室長 （代理）松尾道路公園整備室参事
宮田下水道経営室長 ○
伴水循環室長 ○
山口水再生室長 ○
千葉経営室長 （代理）松木水道部総括参事
佐々木工務室長 ×
清水浄水室長 ×
木戸危機管理室長 ○
村上総務予防室長 ○
山崎警防救急室長 ×
山田指令情報室長 ○
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